
基調講演 

1. 策 定 

科学技術基本計画の 今後の推進 

大澤弘之 (W 字ま文荷会議議 旬 

①
 

基本法と基本計画 

法律 科学技術会議の 議 閣議決定 

各省庁の計画 各種研究開発基本計画 

② 基本計画の主目標・ 制度と資金 

新たな研究開発システムの 構築 

望ましい研究開発基盤の 実現 

政府の研究開発投資の 拡充 

学習の振興、 幅広い国民合意の 形成 

D. 展 開 

① 反響と動き・ 期待と疑念 

科学技術立国 : 党 、 省庁、 地域、 企業、 研究者 

財政再建     

② 平成 8 年度中 

評価 任期 付 任用 職務発明 兼業 フレックスタイム 
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③ 平成 9 年度概算要求 

新規 枠 各省庁要求 

m. 宿 題 

① 問題点 

関係者の意識改革、 活動 

組織・機構、 重点目標、 技術開発 ( 技術者、 技能者 ) 

② フォローアップ 

③ 長期ビジョン (2 0 0 5 年以降 ) の作成 

2 0 ～ 3 0 年後の社会、 経済 

科学技術振興の 目標 ( 特に重点施策 ) 

一 84 一 



（ 楽鞄粟夫 な 鯉 ） 弛鯉き 怒鰻母姉捷 C 廿 穏卸蛛軍赳蛙 の 墳甲 
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特殊法人等における 新たな基礎研究推進制度の 要求概要について 

各省庁にま 

科学技 紳 

戦略的 幸 

( 科学 朽 

文部省 
未来 開損 

( 日本吉 

厚生省 
保健 医届 

( 医薬品 

農林水産 

新技術   

( 生物 ヌ 

通商産業 
新規産業 

独創的睦美 

( 新 エネ 

運輸省 
運輸分里 

( 運輸 妾 

郵政省 
創造的 拝 

( 通信   

圭単言十 

5 ける特殊法人等における 基礎研究推進制度の 平成 9 年度概算要求は 以下のとおり。 
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2 1 世紀に向けて 知的資産 

の形成を図る 大学主導型の 

学術研究 

そ分野における 基礎研究推進事業 

ョ 副作用被害救済・ 研究振興調査 緩構 ) 
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; 省 

: 創造型提案公募制度 (8 年度の名称     

: 技術研究開発促進制度 ) 

: ルギー   産業技術総合開発機構 ) 
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; 報 通信技術研究開発推進制度 

放送機構 ) 
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